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1) 	 リウマチ因子の研究
千大大学院布施吉弘 
リウマチ性関節炎患者の血清をセJレローズ・カラ
ム (DEAE)，リン酸 Bu旺erにてそれぞれの分画に
分け，このうち Fr1 (7S・Gl)，FrIV (19 S類似-
Gl)の部に RA-test陽性部分が見られた。特に Fr
Iが強て反応する。羊血球免疫兎血清をセ Jレロー ズ
・カラムで分画すると， Fr1，FrIVで羊血球を凝
集するが，これに R・Fを含む患者血清を加えると
FrIでは反応の増強が見られたが， FrIVでは何ら
変化がなかった。さらに人血清，兎血清をセ jレロー
ズ・カラムで分画し，その Fr1，FrIVを使用して
W aaler -Rose反応， RA-testなどの抑制試験を行
なった占患者血清は No.30 (f>ossible)，No. 36 
(probable)，No. 63 (possible or probable)を使
用したが， Waaler-Rose testでは No.30，No. 63 
では人，兎の別なく ，Fr1，FrIVで抑制， No. 36 
は全く Waaler-Rosetest陰性。 Waaler-Rosetest 
を modifyした人由来の抗体-Glを使用する反応で
は， No. 30，No. 36では Fr 1，FrIVで強く，兎 
Fr1でわずかに，兎 FrIVではほとんど抑制されな
い。 No.63は全く抑制効果がみられなかった。 RA-
testでは， No.30では人 Fr 1のみで抑制， No.63 
は人，兎の別なく， Fr1; FrIVで抑制， No.36で 
は全く抑制効果がみられなかった。，
以上 2，3のリウマチ因子検査、法について，表裏両
面からリウマチ因子の性状を検討したが， リウマチ
因子は 7S-Glに対する抗体様のものとばかりは断
言し得ないようであり，その性状も必ずしも同一で
はない。 
2) 	 いわゆる慢性五十肩について
千大整形越田勇夫
国立習志野新井多喜男
山下武広
いわゆる五十肩の 30症例を対象として，関節造
影術を施行し，それらの知見を詳述した。 
3) De Quervain氏腫鞘炎に対する治療経験
吉原病院整形鈴木正巳
静岡県吉原市，吉原病院における，過去 3年間の
D. Q.氏臆鞘炎は，比較的に症例多く，製紙女工 
員，家庭婦人がその主たるもので， 34例を経験し
た。その治療は，プレドニソロン注入にて良い効果
を挙げているが，機械的な鍵鞘狭窄症状を呈したも
の1例については手術的治療を施行した。 
発症より来院までの期間は，大体が 1カ月以内
で，その期間の短いものほど，治療効果が良い。ま
た，プレドニソロン注入は 1週 2団施行して，その 
回数は 3回で大部分が治癒の状態となっている。再
発例は 5例に見たが，初回と同様の治療にて改善を 
見た。あわせて若干の弘文献的考察を加えた。
4) 教室における先天股脱に対する Riemen-
bugelの検討
(自然整復の得られなかった症例〉
桜が丘育成園井幡 宏
千大整形松原保
土屋恵一 
先天股脱の治療は Pavlikの Riemenbugel(以下
R. B.)の出現以来，画期的な治療成績をえている
ことはいうに及ばない。
教室においても， 1961年より， R. B.を用いて治
療を行なっているが，整復不能例もあり，これを検
討した。
治療症例は 1961年5月から 1964年 12月の聞で，
121例 (175関節〕で，脱臼 62例 (78関節)， 日形 
成不全 32例 (51関節)，亜脱臼 27例 (46関節〉で
ある。
整復可能例は 101例 (142関節〉で 82%の高率を
占める。
一方整復不能例は 20例 (33関節)18%で，その
内訳は，脱臼 19例 (31関節)，亜脱臼 1例 (2関
